
  

ほけんだより 心の健康について 
考えよう。 

令和８年 ２月 狩俣小学校 保健室 

2月 

      

      
         
    

給食朝会では、給食センターの 1日や食事のマナーについて、給食旬間中の取り組みを発表しました。 

給食委員の子供たちが「自分たちがお手本になるぞ！」という意気込みで、NG 例と OK 例を分かりやすく演じ

てくれました。動画の中では、食べるときの姿勢(あしはペタッ、せすじピン！)、食事中のお話の内容と声の大

きさ、お椀の持ち方、お箸の持ち方について説明しました。 

朝会で伝えたこれらのマナーを、ぜひご家庭でも一緒に実践してみてください。 

正しいお箸の使い方を練習する「豆つかみ朝会」を行いました。 

指先の細かな動きが脳を活性化させ、豆をつかむ作業で集中力を養うとともに、正しくお箸を使って『一口分』

を適切に口へ運ぶ習慣が、よく噛むこと（消化を助けること）にもつながります。 

正しくお箸を持つことは、大人になっても困らない『一生モノのマナー』になります。ぜひご家庭でも、この機会

に改めて正しいお箸の持ち方を一緒に練習してみてください。 

「ペロリ週間」では、完食へのチャレンジとあわせて、自分で決めたマナー（姿勢・お話の仕方・お

椀の持ち方など）の達成を目指しました。 見事 1 週間やり遂げた児童には、その努力を称えて

給食委員から表彰状を贈りました。苦手なものにも一口挑戦したり、みんなで気持ちよく食べ

るために声の大きさを考えたりと、一人一人が自分の目標に向き合う姿が見られました。 

・正しい姿勢で食べる。(1.2年生) 

・お箸を正しく持つ。(1.2年生) 

・もぐもぐタイム中しゃべらない。(3.4年生) 

・好き嫌いをしない。(3.4年生) 

・時間にメリハリをつける。(5.6年生) 

・嫌いなものを一口でも食べる。(5.6年生) 


